
2020 年度 WSCメンバーズ基金講座「ダイバーシティを学ぶα、β」（オンライン版）シラバス 

 

1．授業目的 

「ダイバーシティを学ぶα、β」は、「WASEDA サポーターズ倶楽部」会員からの寄付金をもとに設立された「WSC メンバーズ基

金」によって開講され、新しい社会理念として重視されているダイバーシティについて、学生の皆さんが基礎的、具体的理解を深

めていくことを目的とします。        

 ダイバーシティは、アメリカ公民権運動にルーツを持ち、1980 年以降に多様な人材活用による企業の競争力強化策として実施さ

れるようになったものです。早稲田大学は 2017 年に「早稲田大学ダイバーシティ推進宣言」を策定し、今後の大学像として「一人

ひとりの多様性と平等の尊重」を掲げました。このように近年日本でも、ダイバーシティを理念として掲げる企業や組織が増えて

います。しかし現実に目を向けると、ジェンダーやセクシュアリティ、障がい、国籍などによる差別があり、生きにくさを感じさ

せられる人が大勢います。 

 本授業ではダイバーシティの可能性と課題について、大学、企業、メディア、ジェンダーやセクシュアリティ、市民参加、障が

いなど幅広い視点から検討します。特にβは、卒業生の体験を含め社会におけるダイバーシティ推進の可能性と課題についてより

具体的に検討します。授業が、ダイバーシティ・男女共同参画の視点から現代社会を理解し、自分たちの将来を組み立て、そのた

めに大学で何をどのように学んでいくかを考察する一助になればと考えていますので、積極的に取り組んでください。 

 

2．到達目標  

α ①ダイバーシティの目的•課題•可能性について、政治、経済、教育、労働、科学技術などの複合的視点から理解し深く考える。 

②グローバル社会で一層必要となる差別などの社会問題解決、公正で人権を尊重した社会形成への意識を高める。 

β ①「ダイバーシティを学ぶα（基礎講義編）」の履修成果をふまえて、グローバル化、多文化共生、インクルーシブ、エンパ

ワメント、開発コンピテンシー、ワーク・ライフ・バランスを具体的に理解し、多様なライフデザインの可能性を受講生自ら

のライフデザインと関わって理解する。 

②授業で学んだことを生かしダイバーシティ社会の実現策を具体的に考察する。 

③多様性を尊重した対話の作法や参加のルール、リーダーシップなどグローバル・リーダーとしての技能を伸ばす。 

 

 

3．授業計画 ※日にちはコンテンツ公開日。タイトルは全て仮 

α 

5/15 
1 授業ガイダンス（教育・総合科学学術院 矢口徹也、文学学術院 新井浩子） 

2 ダイバーシティの可能性と課題（理工学術院教授、ダイバーシティ推進室長 所千晴） 

5/22 3 ジェンダーとワーク・ライフ・バランス（國學院大學教授、詩人・本学卒業生 水無田気流） 

5/29 4 男女共同参画とダイバーシティ（文学学術院 新井浩子） 

6/5 5 
より遠くへ－パラスポーツの魅力と厳しさ 

（リオパラリンピック銅メダリスト・本学卒業生 芦田創） 

6/12 6 
市民参加とダイバーシティ 

（文学学術院非常勤講師、特定非営利活動法人開発教育協会理事 近藤牧子） 

6/19 

7 障がいとダイバーシティ （人間科学学術院教授 藤本浩志）   

8 授業まとめ、レポート説明（教育・総合科学学術院 矢口徹也、文学学術院 新井浩子） 

 

β 



6/26 
1 授業ガイダンス（教育・総合科学学術院 矢口徹也、文学学術院 新井浩子） 

2 大学とダイバーシティ推進ージェンダー、障がい、多文化、セクシュアリティ（文学学術院 新井浩子） 

7/3 3 
大学で学ぶことを「当たり前」にするために 

（言語聴覚士・元障がい学生支援室スタッフ・本学卒業生 志磨村早紀）   

7/10 4 高校生の進路選択に見るダイバーシティ推進の壁（教育・総合科学学術院教授 濱中淳子） 

7/17 5 大学とダイバーシティをめぐって① 到達点と課題を考える（文学学術院 新井浩子） 

7/24 6 大学とダイバーシティをめぐって② 早稲田大学とダイバーシティ（教育・総合科学学術院 矢口徹也） 

7/31 7 
まとめー早稲田大学のダイバーシティ推進について意見交換、レポート説明 

（教育・総合科学学術院 矢口徹也、文学学術院 新井浩子） 

  

 

4．教科書・参考文献  

・全て各授業内で配信または閲覧先を指示する 

・『2016 年度 WSC メンバーズ基金寄付講座「ダイバーシティ・男女共同参画を学ぶ」報告書（講義録）』 

https://www.waseda.jp/inst/diversity/news/2017/01/20/2164/  ※ダウンロード可能 

  

5．評価方法  

①平常点（10％）：出席（各コンテンツの視聴）＋レビューシート 2回以上＋指示された提出物 

②発展的学習課題（40％）：各回の発展的学習課題から一つ以上を選択して提出 

③レポート（50％）：授業開始後に指示する                                   

以上 

https://www.waseda.jp/inst/diversity/news/2017/01/20/2164/

